
岩
手
県
大
船
渡
保
健
所
は
８

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

二
次
感
染
防
止
策
な
ど
を
学
ぶ

医
療
関
係
者
向
け
の
研
修
会
を

大
船
渡
市
の
県
大
船
渡
地
区
合

同
庁
舎
で
開
い
た
。
同
地
区
で

は
７
月
末
に

「地
域
外
来

・
Ｐ

Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す
る

予
定
で
、
業
務
に
携
わ
る
地
元

の
医
師
や
看
護
師
ら
約
４０
人
が

参
加
し
た
。

県
立
大
船
渡
病
院
の
感
染
管

理
認
定
看
護
師
ら
が
講
師
を
務

め
た
。
手
袋
や
ガ
ウ
ン
を
外
す

際
の
注
意
点
と
し
て

「ウ
イ
ル

ス
が
付
い
て
い
る
の
は
外
側
。

内
側
の
み
を
触
る
よ
う
に
外
し

て
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

鼻
に
綿
棒
を
入
れ
て
検
体
を

採
取
す
る
作
業
で
は

「く
し
ゃ

み
の
恐
れ
が
あ
り
、
患
者
の
正

面
に
立
た
な
い
で
」
と
呼
び
掛

け
た
。

セ
ン
タ
ト
で
は
医
師
や
看
護

師
が
交
代
で
待
機
し
、
患
者
の

診
察
、
検
体
採
取
を
す
る
。
気

仙
医
師
会

の
滝

田
有
会

長
は

「自
身
も
感
染
し
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
“
十
分
に
準

備
し
た
上

で
検
査

に
臨
み
た

い
」
と
話
し
た
。

９
日
も
研
修
会
を
開
く
。

二次感染を防ごう

研修会で綿棒を手に検体採取の練習をする気仙地域の医師


